安永 年間の ことであった。 伊勢大廟の 内宫領 から 

外 宫領に 至る 裏道に、 柿で 名の ある 蓮台 寺と 云う 村が 

あるが、 其の 村に 澤田庄 造と いう 人が 住んで いた。 

庄造は 又の名 を 永世と 云い、 号 を 鹿^と 云って 和歌 

をよ くし 俳句 をよ くした。 殊に 俳句の 方で は 其の 比な 

かな か 有名で、 其の 道の 人び との 間で は、 一風変った 

ところの ある 俳人と して 知られて いた。 

庄造は 煩雑な ことが 嫌いな ので、 妻 も 嫁らず 時 どき 

訪れて 来る 俳友の 他に は、 これと 云って 親しく 交わる 

ろうきょ 

人 もな く、 一人 一室に 籠居して 句作 をす るの を 何より 

の 楽しみに していた。 
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